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予算区分 一般会計

生涯スポーツ推進事業

令和２年度以降
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事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート
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○（実計）こども夢・チャレンジカップU-１２（小牧市長杯）開催事業（こども夢・チャレンジ事業）
　　こども夢チャレンジカップ実行委員会において在日海外クラブチームを招致し、ジュニアサッカー大会を平成30年5月3
日・4日に開催し、10チームが参加した。来場者数は2日間で延べ約1,200人であった。
○公認スポーツ指導員養成講座
　　公認スポーツ指導員、スポーツ推進委員をはじめ、すでに地域で活躍中のスポーツ指導者の資質向上を図るため、1日
4講座を開催し、46人が受講しました。
○バーチャルウォーキング大会開催事業
　　市民が運動に取り組むきっかけを創出するため、ウォーキングアプリ「aｌko」登録者に対して仮想のウォーキング大会を
11月に実施し、1,625人が参加しました。
○シルバースポーツ大会開催事業
　　小牧市シルバースポーツ協会の加盟団体並びに老人クラブを中心に高齢者のためのレクリエーションスポーツ大会を１
０月に開催し、高齢者がスポーツに取り組む機会を提供しました。
〇平成30年度全国高等学校総合体育大会女子バスケットボール競技大会
　愛知県で35年ぶりに小牧市では初めて全国高等学校総合体育大会女子バスケットボール競技大会を、平成30年8月1日
から7日までパークアリーナ小牧などで開催し、全国から59チームが参加しました。
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４．総合評価

千円 節 節事務事業評価による額

○（実計）　こども夢・チャレンジカップＵ－12（小牧市長杯）開催事業
　当該事業の目的は達成しており、当該事業を共催している小牧商工会議所を含めた実行委員会
で、今後の事業の方向性を検討する。

○公認スポーツ指導員養成講座
　当該事業はスポーツの推進に必要な指導員を養成するため、今後も継続して事業を行う。

○バーチャルウォーキング大会開催事業
　当該事業は日頃からスポーツを実施していない人を取り込むのに有効であるので、今後も継続し
て事業を行う。

　総合的に生涯スポーツ推進事業について、市民にスポーツを楽しめる機会を提供するために必
要であるので、当該事業の事業全体のボリュームとして「維持」と判断した。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

○（実計）　こども夢・チャレンジカップＵ－12（小牧市長杯）開催事業
　事業費の推移は平成28年度から横ばいである。本事業は商工会議所との共催であるが、事業開
始から5年が経過しているので、事業の継続の可否を検証する。

○公認スポーツ指導員養成講座
　講座の開催数は、平成30年度も1回と変わりはないが、平成29年度以前は1講座あたり2日間の開
催であったが、平成30年度は1講座あたり1日間に短縮したので、事業費（直接経費）は減少した。
成果指標はやや増加しており、これは受講日数を短くしたことで受講し易くなったと考える。

○バーチャルウォーキング大会開催事業
　活動指標は増加している。これは平成29年度からの新規事業であり、潜在的なニーズが見込まれ
るとともに、アプリを活用した誰でも参加しやすい大会であるので、今後も増加すると考える。

〇全国高等学校総合体育大会負担金
　事業費（直接経費）は、平成29年度から平成30年度にかけて増額となっている。この要因は、高校
総体女子バスケットボール競技を小牧市で開催したことによるもので、平成29年度は大会開催の準
備、平成30年度は大会開催に係る経費が発生した。この経費は、令和元年度以降は発生しない。
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